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建 てる計画があると発表 した。約4,130

人 の会員がルボック神殿の奉 献式に出

席 した。

メキシコ,モ ンテレー神殿

4月28日,ヒ ンクレー大管長 により,メ

キシコで12番 目の神殿 となるモンテレー

神殿が奉献 され,奉 献 セッションが4回

行 われた。この神殿 は,ヒ ンクレー大管

長が奉献 または再奉献 した75番 目の神

殿 となる。

ヒンクレー大管長は奉献 の祈 りの中で

次のように述べ た。｢あ なたの福音が永

遠に真実であることを教 えるために,こ

の偉大な国で働 いてきた多 くの宣教師

へ感謝の意 を表 します。彼 らは非常 に
こんにち

献身的 に奉仕 したため,今 日,あ なたの

無数の息子娘たちがバ プテスマ の水 に
みまえ

入 り,そ れ以後,あ なたの御前 に信仰深

く生活 しています。

わたしたちはこの国の各地 にある多

くの神殿 に感謝 しています。… …これ

らの神聖 な宮で推 し進め られている業

は驚 くべ きものです。そして今,す でに

建設 された多 くの神殿

に,こ の美 しい建物 が

加 わりました。｣

奉 献式 には十二使徒

定員会会 員ヘ ンリー･

B･ア イ リング長老,メ

キシコ北地域会長会か

ら七十人のリン･A･ミ

ケルセン長老 とゲーリ

ー･J･コ ー ル マ ン長

老,地 域幹部七十人の

エイドリアン･オ ウチョ

ウァ長老が ヒンクレー

大管長 と同席 した。

モンテレー神 殿 は,

メキ シコ･モ ンテ レー神殿の奉 献式 に集 う大 勢の人々。

教会 員と神 殿の数で合衆 国 に次 ぐメキシコは,

12番 目の神殿 をモンテレー で奉献 した。

写真/ジェイソン･スウェンセン,『チャーチニューズ』の厚意により掲載。

地元の多 くの末 日聖徒 たちの夢 と希望

の実現であると,メ キシコ･モ ンテレー

ローマステーク,コ ントリーワードのアル

ファ･カ サノーバ姉妹 は語 っている。

何 年 も前 に,合 衆国 のアリゾナ州 メ

サ にある当時いちばん近 くの神殿 まで

25時 聞か けて行 ったカサノーバ姉妹 は,

こう述べている。｢わたしたちはこの日を

長い間待 っていました。これで,と ても

長い 間望んでいた救いの儀式 を行 うた

めに,度 々神殿 に来ることができます。｣

4月3日 か ら20日 まで行 われた神殿 のオ

ープンハウスには
,4万 人以上 もの人々が

訪れた。その中には,ビ ジネス界や政府,

市 の要 人をはじめ,ほ かの宗教 団体の

役員などもいる。神殿 の奉献式 には1万

2,600人 を越 える会員が出席 した。□
●

ヒンクレー大管長,メ キシコの大統領と会見

ンテレー神殿奉献 のため にメキモ
シコ滞在中,ゴ ードン･B･ヒ ンク

レー大管長 は,4月29日,メ キシコシティ

ーの大統領官邸で
,ビ センテ･フ ォックス

メキシコ大統領 と会見 した。

ヒンク レー大管長 は,メ キシ コシテ ィーの大統領官邸 で,

フォ ックス大統領 と会見 した。二人 は,メ キシ コの人 々の生活 に

祝福 をもた らして いる教会 の努力 について話 した 。

写真/大統領事務局の厚意により掲載。

鱗灘雛謬

転
頓
鞭
譲

会見中,ヒ ンクレー大管長はこのよう

に述べた。｢人 々を貧困から救い出すこ

とは,現 在世界 が直面 してい る大 きな

課題の一つです。人は教育を受けると,

自らを救い出せ るようになります。｣

ヒンクレー大

管長 は,教 会員

であるなしにか

か わ らず,メ キ

シコの人々を支
雛 宥1

援する教会の努

力について説明

した。大管長が

継｢ll教 会 の永代教育

基金 について話

すと,フ ォックス

大統領は関心 を

示 した。さらに

二人 は,モ ンテ

レーの工業大学

で提供 されてい

る,教 会が資金援助 する溶接訓練 プロ

グラムについて話し合 った。

会見中,ヒ ンクレー大管長 は,恵 まれ

ない子 どもたちのための慈善団体バモ

ス･メ キシコへ の教会人道 的援助 基金

からの寄付 をフォックス大統領 に手渡し

た。バモス･メ キシコは,メ キシコのフ

ァーストレディー,マ ルタ･サ ーグ ン･

デ･フ ォックス大統領夫人が支援する組

織 である。フォックス大統領 は夫人に代

わり感謝 して寄付 を受け取 り,夫 人の慈

善活動にとって非常に役立つと述べた。

最後にヒンクレー大管長 は,伝 道やそ

の他の教会活動 を自由に行 えるように

認可 してくれたメキシコ政府の厚意に感

謝 した。それ に対 し,フ ォックス大統領

は,こ う答 えた。｢ど ういたしまして,わ

たしたちはすべての教会 を全 面的に受

け入れ ることの重要性 を確信 していま

す。｣

会 見 にはヒンクレー大管長 とともに,

。懲 簸. 騰灘
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ヒンクレー大管長はさらに続 けて次の

ように語 った。｢皆 さんは失敗するため

に生まれてきたのではありません。成功

するために生まれてきたのです。皆さん

は今 までに多 くのことを達成 してきまし

た。しかし,そ れは始まりにすぎませ ん。

人生行路 を進 んで行 く中で,い つ も信仰

の原則 に従った生活を送 ってくだ さい。

皆さんは天才ではないか もしれませ ん。

ずば抜けて賢いということはないかもし

れません。しか し善良な人間 となり,努

力することはで きます。そ して,信 仰 を

もって一歩前に進む ときに起 こる出来事

に皆 さんは驚くことでしょう。｣

ヒンクレー大管長は次のような言葉で

説教 を締めくくった。｢自分 自身に対する

信仰 を決 して失 わないでくだ さい。善

なること,価 値あることを行 う自分 の能

灘.

声

譜夢

認1

ヂ 簗㌫ 蕊

継･物錨:蓼
絆'幽 瓶 舞

㌧ 諭 窒
噸

熱

嶺

購蕪
ダメレ

篇鶏〆:筏
琴傷∫㌻聯 ∴瓢

轟議 論

十 二使徒定員会会 員のヘ ンリーBア イ リンク長老 とブ リカム ヤ ンク大 学アイタホ校副学部 長の

トナル ト 八 一ト兄 弟は コートンBヒ ンクレー大管長 に名誉博士号 を贈った。

この博士 号学位はブ リカム ヤンク大 学アイタホ校か ら授与 される最初の学位 とな った。

写真/マイケル ルーイス ブリカム ヤンク大学アイタホ校の厚意により掲載。

力 に対 して決 して信仰 を失 わないでく

だ さい。尊大 になって はい けませ ん。

うぬ ぼれ るようなことが あってもなりま

けんそん

せ ん。静 かで,謙 遜 で,前 向 きな人間,

信 仰へ と開花する希望にあふれる人間

になってください。｣□

モンソン副管長,名 誉スカウト大章を授与される

カ ウ トの 精 神 は 今 も 健 在 で す 。｣｢ス
大管長会の トーマス･S･モ ンソ

ン第一副管長 は4月,集 った1000人 の イ

ーグルスカウトとその両親 ,そ してスカ

ウトリーダーに向けて話をした。

グレートソルトレーク議会 はその集会

で,モ ンソン副管長を｢傑 出したスカウト,

教会指導者と新しいイークルスカウトをたたえる式て

スカウトの一人とあいさつするトーマスSモ ンソン副管 長。

モンソン副 管長はイー クルスカウトたち に 奉仕 する責任 を喚起した。

写真/トム スマートDesθrθ亡1Vθwsの厚意により掲載。

麹

δ､唖

憂

週
浅

また若人のチャンピオン｣と してたたえ,

今 年度のアメリカ･チ ャンピオン章を授与

した。モンソン副管長は1969年 以 来,ボ

ーイスカウトアメリカ連盟 の一員 として働

いてきた。これ まで,ス カウトのシルバ

ー･ビ ーバー章
,シ ルバ ー･バ ッファロー

章,国 際スカウトの最 高位 の章で ある,

ブ ロンズ･ウ ル フ章

を受章している。

この章は,新 しく

イー グルスカウトを

受 章 した 人 をた た

載
親

鶏
＼
､麟

える年次 朝食 会 で

モ ンソン副管 長 に

授 与 され た 。この

式 典 はユ タ州 サ ン

テイで開かれた。

モ ンソン副 管 長

は受 章 スピー チ の

中 で こう語 っ た 。

｢こ こに集 うイーグ

ルスカウトたちの心

の中 には記 念碑 が

見 え ます。そ れ は

忍耐,堅 忍,励 まし,
あかし

そ して達 成 の証 で

す。｣

モ ンソン副管長 はイーグルスカウトた
　

ちを｢真 のチャンピオン｣と 呼び,次 のよ

うに語った。｢真心か ら与 えてください。

自分 自身をささげるのです。そうすると

きに,皆 さんは神にささげ物をします。｣

モ ンソン副管長 は,彼 らを教 え導 い

て きた,ス カウトマスターたちの努力 を

ほめたたえ,ま た,イ ーグルスカウトたち

に,奉 仕への決意 はまだ始 まったばか

りで あると話 した。｢皆 さんはイーグル

ズネスト(訳 注一 鷲の巣の意味。合衆

国のスカウトの集会で,イ ーグルスカウト

はイーグルズネストと呼ばれ る場所 に着

席するように案内される。)にたどり着 き

ました。しかし,そ こにとどまり,入 のた

めに何 もしなけれ ば,イ ーグルスカウト

としての決意 を果 たすことはで きませ

ん｣と 語 った。｢皆さんは人々の生活にか

かわらなければなりません。少年の手 を

取 り,道 を示 してあげ なければなりませ

ん。彼 がよろめくときは,傍 らにあってし

っか りと立 つように助 けなければなりま

せん。それは彼 もまた,そ の入生の中で

立派にイーグルズネストにたどり着き,ほ

かの人々に奉仕で きるようにするためで

す。｣□
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中央扶助協会
および

第172回 半期総大会

下の情報は,今 後の教会内の放

以送予定 を知 らせるものである。
それぞ れの地域での中継放送,お よ

びビデオ放送の時間と場所については,

地 元 の教 会指導者 に確 認する。また,

www.lds,orgに アクセスすることによっ

て,中 継放送や過去の放送分をインター

ネット上で視聴することができる。

中央扶助協会集会

日付:2002年9月28日

時 間:午 後6時*

第172回 半期総大会

日付:2002年10月5日 一6日

時間:土 曜午前の部会:午 前10時

土 曜午後の部会:午 後2時

神権部会:午 後6時

日曜午前の部会:午 前10時

日曜午後の部会:午 後2時

*以 .却こ記された時周はすべζ 合衆国山屡

峙周である。

言語 中央扶助協会集会 は35の 言

語で視聴することがで きる。総大会 は

52の 言語 に訳 され,10月 の大会ではさら

に数か国語が加 わることが予想 される。

自国の言語で視聴で きるか どうか は,地

元の指導者に確認する。□

建築資材 を提供 した。さらに,竜 巻 で

建物 を破壊 された現地の3つ の宗教 団

体 に,集 会所を開放 した。現地の私立

校 に通 う児童生徒 は,夏 休 みが始 まる

6月 まで,末 日聖徒の集会所で勉 強を続

けることになった。

宣教師と会員 は,膨 大 な清掃作業 に

協力 した。残骸 の撤去 を手伝 い,ボ ラ

ンティアと被 害者への食事を準備 した。

また救済事務所 に送 られてくる多 くの

物資の仕分け作業も手伝った。

竜巻が発生 した のは4月28日 で あ っ

た。合衆国東部 を襲 った竜巻の被害規

模 としては,史 上2番 目である。残 した

つめ跡 は,死 者5名,被 害家 屋738棟,

倒壊 した会社49社 。末 日聖徒 の3家 族

が資産を失った。

0加roわ1>θws,2002年5月11日 付けの記

事を基に編集。

墓地を清掃する宣教師

モア･ア ピア伝道部の宣教師た

サ ちが,同 伝道本部か ら約7マ イル
(11キ ロ)に 位置するファガリイ墓地を

初めて見たときのことである。宣教 師

たちは,こ の墓 地を何 とかしなくては

㌔ いけないと思 った
。すぐに彼 らは毎月
せんてい

雑草 を除去 し,木 を勢定 し,フ ェンスを

作 るようになった。

･｢掃 除すればするほど,き れいになっ

ていきました｣と 言 うの は,ス アウウパ

イァ･ペ ァ伝道部長夫人の,タ ラロア･

ペ ア姉妹である。

墓地 には,近 隣のファガリイ村 の村

人 らの墓 に交 じって,教 会 の初期の宣
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教師の墓がある。

｢宣 教師全員 によるこの働 きをうれ し

く思います。この働 きによって,彼 らは

サモアの人々に感謝 を示 したのです｣と

ペア姉妹は語った。

0加roわ1Vθws,2002年4月20日 付けの記

事を基に編集。

イタリアの国営放送局,

初 等協会についての特集を放送

AI(イ タリア国営ネットワーク)は 最R 近,｢子 どもたちを守ろう｣(Let'sPro-
tectOurChildren)と い う番組 を放送し,

教 会 と初等協会 を特集 した。4月11日 に

放送 されたこの特集は,現 在放送中のシ

リーズ番組｢そ れに関 して10分 間｣(Ten

MinutesOf)の 一部 として制作 された。

セルジオ･ベ ルファルティ(イタリア,

ミラノステークの会長,小 児科 医であり,

4児 の父 で あ る)と,エ マニ ュエ ル･

デ･マ ティス(初 等協会の教師),ギ ウセ

ッペ･パ スタ(教 会の イタリアにおける

国内広報 ディレクター)が,RAIの 司 会

者,カ ル ロ･フ ォンターナか らの質 問に

答 えた。'

話 し合 いのテーマ は,幼 児虐待 と闘

うことについてなどであった。教会の初

等協会 は子 どもを守 る一手段 として紹

介 された。番組 中,出 演者 が教会 の教

えについて説明した。

番組 はイタリア国内全 土 と海外 に放

送 された。

0触roわ1Vθw5,2002年4月27日 付けの記

事を基に編集。

家庭貯蔵 ブラジルで特集される

ラジル国営テレビ番組｢そ れは,ブあ なた次 第で す｣(lt'sUpto
You)の リポーター陣は,教 会員に対 し

て,家 庭貯蔵プロジェクトに関するイン

タビューを行 った。この番組 は4月30日

に放送された。

番組では,小 麦の貯蔵 プロジェクトに

参加 した50人 以上の会員 とその友人が

扱 われた。プロジェクトに参加 した人 々

は,も っと多 くの食糧貯蔵 をぜひ始めた

いと語った。

0加rσ ね1Vθwsの 厚意により,2002年3月

11日 付けの記事から掲載。
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ルモン書の好 きな物語 を選ぶ。教師の

助け を借 りて,聖 文 のどこにその物 語

があ るか見 つけ,グ ル ープの中でその

物語 を話す。島3の テーマ,｢宣 教師 は

お話 をします。｣子 どもたちは,教 師の

助 けを借 りて,以 下の4段 階 を踏 んで,

話 の練習をする。(1)聖 句 を選ぶ。(2)聖

句 の意味を話す。(3)要 点 に添 った個人

的経験 か聖典からの物語 を話す。(4)そ

の証 をする。必要であれば,指 導者 は

以下の例を話す。｢1ニ ーファイ3:7の 意

味はこうです。主から言 われたことは何

でもします。主が助 けてくださるか らで

す。ある日曜日に,誕 生日パーティーに招
きよ

待 されました。でも,主 は安息 日を聖 く

保ってほしいと思っておられ ます。だか

ら行 きませんでした。主 に従ったので,

よい気持ちが しました。主の戒めは,守

りにくい ときもあ ります。で も,守 るとき

に祝福 を受けます。｣初等協会で話 をす

るときにこの4段 階を踏 むように提案す

る。そうすれば,将 来宣教師 として話 を

するときの準備 になると教 える。島4の

テーマ,｢宣 教師 は時々,音 楽 の指揮 を

します。｣子 どもたちは,音 楽指導者の

助 けを借 りて,指 揮の方法 を学 ぶ。音

楽指導者に手本 を示 してもらい,動 きを

まねる。簡単な歌 か賛美歌 を何 曲か歌

い,練 習する。

3.今 年学 んだ神殿の歌 と神殿の教 え

を復習す る。子 どもたちは,床 の上 に

大 きな輪になって座る。輪の内側に,各

月のテーマ を表 した写真(ま たは絵)を

均等に並べ る。1月 は近隣…の神殿 の写真

(｢神 殿 に行 きたいな｣),2月 は家族の写

真(｢わ たしの家族 は神殿 の祝福 によっ

て永遠 に結ばれます｣)な ど。各写真 に

合 うように,聖 句 と歌の リストを準備 す

る。聖句は各月に提案 された聖句か ら,

歌 は各月に提案 された歌,ま たは写真が

教 えている概念 にちなんだほか の歌か

賛美歌 か ら選ぶ(｢分 か ち合いの時 間,

な らび に聖餐会 での子供の発表 の概要

2002年 度』参照)。 黒板 に,簡 単 なゲー

ム盤 を描 く。ゴールに神殿 の写真 を掲

げる。1枚 の子 どもの写真(ま たは絵)を

コマとして用 いる。瓶 を床 の上 に寝 か

せ る。一人 の子 どもが その瓶 を回す。

止 まったら,瓶 が指 している方向に座 っ

ている子 どもが,コ マが進 むマス目の数

を決める。例えば3マ ス進めたいとする。

子 どもは,瓶 が指 して いる方 向にある

(ま たは方向がいちばん近い)月 の歌 の

リストか ら1曲 歌 う。2マ ス進めたいとす

る。子 どもは,瓶 が指 して いる方向 に

ある(ま たは方向がいちばん近い)月 の

聖句の リストか ら一つ,聖 典から見つけ

て読む。1マ ス進めたいとする。子 ども

は,神 殿参入 に備えるためにできること

を言う(バ プテスマを受ける,預 言者 に

従 う,安 息日を守 る,什 分 の一を納める,

正 直になる,よ い友達 を見つける,福 音

を分かち合 う,神 権 指導者 を尊ぶ)。 コ

マが ゴールの神殿 に到達 するまで続 け

る。子 どもた ち全員 への愛 を伝 える。

そ して,子 どもたちが神殿 の祝福 を受

けられるような生活 を送るよう望 んでい

ることを伝 える。□

●ローカル･ニ ュース

,gi繋 朧ちに
5 一蕊鳶鱗 撫 認､
末日聖徒の宗教儀礼に多くの若者が参加～

去
る8月3日 から

7日,大 阪舞州

において第13回 アジア太平洋

スカウトジャンボリーが開催さ

れた。初の都市型ジャンボリー

としてスカウト1万2000人,指

導者を含めると総勢3万 人が集

う大規模なイベントとなった。

ジャンボリーのプログラムの中

で宗教儀礼が行われるのは通常

のことである。ただし今回は初

の試みとして,午 前中はジャンボ

リー会場内,午 後は会場外で宗

教儀礼が行われ,内 容は各宗派

に一任された。会場内･会 場外

2つ の場所で同時進行するプロ

グラムは,奉 仕に携わった教会

員たちにとっても初めての経験

であった。

末日聖徒の会場外宗教儀礼と

しては,堺 ステーク堺ワードにて

福音のメッセージをスカウトた

ちに紹介するオープン八ウスが

計画された。会場内にとどまる

スカウトたちにも信仰,奉 仕,友

情を培うプログラムが準備され

た。堺ステークから100人 を超

える人々がボランティアとして

参力口し,ジ ャンボリー会場の舞

州から堺ワードへは3台 の大型

上一 ジャンボリー会場内の宋日聖徒の宗教儀礼に参力口した大勢のスカウトたち。

挿入写真/左 から一 ボランティアとして参加 した50人 余りの専任宣教師たち,証

をするイーグルスカウトの専任宣教師ウッドベ リー長老,会 場内のオープン八ウス。

バスによる5回 のピストン輸送

が行われた。堺ワードでのオー

プン八ウスでは,4つ の部屋に

分けて展示された福音のメッセ
あかし

一ジを各ガイドが証を交えて伝

えた。このオープンハウスに参

加した人々 はボランティアの

人々の温かい歓迎と冷たい飲み

物と霊的なメッセージをいっぱ

いに受けて,し ばし平安を感じ

たようだった。また,舞 州では5

つのコーナー(福音の紹介,開 拓

者,ユ タの地オリンピック,スカ

ウトと教会,宣 教師のレッスン)

が催され,ス カウトたちは静か

に聞き入っていた。そして何よ
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育憲.,異

漏

1人々 》

親子のきずなは形式や書類ではありません

りょうぞう よ し こ

佐1呈灘 羅1
とき,彼 女 はとてもかわいらしくにこっと

笑った。今 まで笑 ったことのない子が初

めて笑った,と 看護婦 さんが言う。その

笑顔 を見たとき,｢自分 たちの子 どもだね｣

と佐藤夫妻は互いに確信 した。良三兄

弟の祝福文には｢子 どもたち｣という言葉

が記 されているが,そ の祝福は確かに成

就 し,佐 藤夫妻 は二男三女 に恵まれ る

こととなった。

佐藤良三･淑 子夫妻 旭川ステーク旭川第1ワ ー ド

手をかけ,心 をかけて

佐藤家 では,5人 の子 どもたち全員が

養子 として迎 えられている。｢5人 の子 ど

もたちそれぞれとの出会いは,不 思議な

巡り合わせで,神 様の導きがありました。｣

子 どもたちとの出会いを懐か しそうに話

す佐藤夫妻は｢神 殿で結び固められたと

きに自分 たちの子どもになったと実感 し

たのではなく,初 めて会ったときから自分

たちの子 どもだとすでに確信 していまし

た｣と 回想する。

5人 の子 どもを育てるに当たっての親

としての苦労もさることながら,佐 藤夫妻

はそ の親 になる前 にいくつかの壁 を乗

り越えなければならなかった。｢子どもに

恵まれなかったので養子を迎えることを

考えていましたが,里 親 紬ぺ　ジ惨照でも構

わないと思 っていました。里親になるた

めには持ち家でなくてはならないと言わ

れましたので,家 も建てました。｣子ども

を愛する気持ちが強かったからこそ,親

子や家族 の関係 の形 にはこだわらなか

った。｢年齢や性別 などの条件 は一切つ

けませんでした。自分たちに縁 のある子

どもならばだれでもよいと思 っていまし

た｣と 淑子姉妹は話す。

かけがえのない5人 の子 どもたちを迎

えたころを思 い出しなが ら父親の良三

兄弟 も語る。｢自分たちが養子 を受け入

れるのに適 した夫婦だ と(司法･行 政側

に)認 めてもらうことには,あ る面で苦労

しました。あらゆることを説明し,証 明し

なければなりませんでした。そのために

自分たちがクリスチャンであることも,ふ

さわしく生活していることも話 しました。｣

渥

い 肉

とおり,だ れもがおおらかな両親の深い

愛情の中で育てられた。

舩懸

簸
㍑

雛
灘
鍵

騙 灘
rl驚

繍

魅､

礎 砂評

識
あなたばお母さんのおなかか6

生ま｢れなかった｣ナど

あなたも神檬の子どもこ

神檬か5い ただ61たんだよ

子 どもを引 き取 りに行 ったとき,淑 子姉

妹 はその生みの親 にモルモン書 を手渡

したこともあるという。

5人 の子 どもたちが佐藤家 の子 どもと

なった年齢は様 々だが,｢小 さい子にぱ

手 をかけ であげる。大 きい子には心 を

かげ であげる｣と いう淑子姉妹の言葉の

養子であることをオープンに
ま こ と

長男 の誠呼人兄弟が幼稚 園に通 って

いたころ,一 つの質問が淑子姉妹 に向

けられた。5才 の誠呼人兄弟の前のテレ

ビ画面 に,出 血 して苦 しんでいる女性 の

映像が流れていた。｢お母さんもぼくを産

んだときあんなに苦しが ったの。｣淑子姉

妹 は一瞬,答 えに迷った。しか し,｢こ こ

でうそをいえば,子 どもたちに今 まで神

様の子 どもなんだと伝えていたこともうそ

になるように感 じました。そこでほんとう

のことを話しました。｣

佐 藤兄弟姉妹 は子 どもたちの理解度

に関係 なく,子 どもたちが養子 として家

族になったことを話 してきた。｢あなたは

お母 さんのおなかから生 まれ なか った

けど,あ なたも神様 の子 どもで,神 様か

らいただいたんだよと,分 か っていても

分からなくても伝 えていました。｣

子 どもたちは幼いころから自分たちが

養子であることを聞かされていたので,

自然にすべ てを受け入れていた。それ

が もし,思 春期 になってから急 に打ち明

けられたのであれば,だ いぶ受け取 り方

も違っていたか も知れない。が,｢そ ん

なものだろう｣と思って育ってきた誠呼人

兄弟は,｢特 に抵抗 はなか った｣と 明るく

笑う。｢自分が養子であるということでは,

まったく悩 んだことはありません。｣

しかし誠呼人兄弟は,結 婚 し,自 分の

子 どもを持ったことで,自 分 を生 んでくれ

た人へ の感謝の思 いは今 までと少 し変

わったか もしれない,と も話す。｢最近,

妻 の出産 に立 ち会 い,こ れだ け大変 な

思いをして子 どもが産 まれてくるのかと

実感しました。こんなにも大変 な思いを

して産んでくれたのだったら,生 みの親

にどこで会 うにしろ,会 ったら『ありが と
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20年間待ち望んだ大切な我が子

る寒い夜,安 達兄弟姉妹は窓

あの外 から聞こえる声が気 になって仕 方がなかった。近所の

人たちもその声 を気 にかけているようだ

った。しか しだれも外へ出る者 はない。

戸外 に出 された子 どもの泣 き叫ぶ声が
くらやみ

暗闇 に響 いていた。｢出 ていって注意し

てよいものか どうか,随 分 と悩みました。｣
あ だち か ずお

安達和男兄弟は,泣 き叫ぶ子どもをその

ままにしておくに忍 びず,そ の子のもとへ

と向かった。｢見れば,3才 ぐらいの子 ど
は だ し

もで,寒 空の中,裸 足でドアの外 に出さ

れていました。震 える子どもを優 しく抱

きしめ,落 ち着いて泣きやむまでそのま

までいました。｣子どもが泣きやんだころ,

安達兄弟 はドアをノックした。出てきた

のは30代 半ばの父親。安達兄弟は尋ね

た。｢何でこんなことをするんですか。わ

たしはこの子の泣 き声 に耐 えられ なくな

ってここに来ました。こんな小 さい子に,

このような仕打ちをしないで家 に入れて

あげて下 さい。｣父親は,こ れは自分 の家

のしつけだ,と 反論 した。｢しつけという

かも知れませんが,こ れはしつけではあ

りませ ん。自分 も子どもの時に厳 しくし

つけられた経験 もあります。しかし,こ の

子はあまりにも小 さすぎます。傷つくだけ

です。｣｢そ んなに言うなら,あ んたが連

れて行 って育てたらいい。｣安達兄弟の

言葉に感情的になった父親はこう吐き捨

てた。安達兄弟が当惑することを期待 し

て。しかし……｢あ なたがそう言 うなら

ば,わ たしはいくらでも育てますよ。｣その

返事に当惑 したのは父親の方だった。

最終的 に父親は子どもを家の中に入

れ,事 態は収拾 した。後 に,そ の子ども

は離婚した母親に引 き取 られていったと

いう。｢い じめられたり,虐 待 されている

子どもを見 ると,命 をかけてでも守 りた

くなります｣と,安 達夫妻 はその出来事を

振り返る。

安達和男･野 里子夫妻 岡山ステーク米子ワー ド

子 どもを愛する思いの深い安達夫妻

には,二 人のお子さんがいる。11才 で長
せ いや せ い ら

男の聖也君 と5才 になる長女 の静羅ちゃ

んである。聖也君 は5才 のとき,静 羅ちゃ

んは1才10か 月のときに特別養子縁組と

して安達夫妻に迎えられた。

ある時,聖 也君が｢ぼ くはお母 さんの

おなかか ら生 まれたの｣と 尋ねたことが

ある。｢そのときにうそを言 ってはいけな

いと思 ったので『違 うんだよ』と伝 えまし

た。『じゃあ,ぼ くは施設で生 まれたんだ

ね』と言 って深 く尋ねてくることはありま

せんでした。『ぼくにはお母さんが二人い

るんだね』と言っていました。養子 であ

ることへ の説明は年齢にあわせ て理解

させていますが,自 然に任せている部分
の り こ

もあります｣と母親の野里子姉妹は話す。

子どもたちを待ち望んで

夫婦ともに大の子ども好 きだったが,

野里子姉妹は結核を患うなど体調がす

ぐれず,子宮外妊娠で生死の境をさまよ
か こ く

うという苛酷 な体験 もした。結局,子 ど

もに恵まれることはなかった。｢今の医学

でわたしたちにできると思 えるようなこと'

はすべてしました｣と 安達夫妻は言 う。

｢以 前,｢聖 徒 の道』に養子 を迎えられ

た方のお話が掲載されていました。治療

をやり尽 くしたころ,主 人 がその記事 を

読み,養 子 を迎 える決心 をし ､。 臨､

ました。その後,自 分たち

で施設に連絡 したり,い

ろいろな所 に電話 しまし 騨
。､

た･記 事を書かれた 濯 晦 騨1望

方 を 紹 介 して い た だ 瀞1. 冨 寒､､,.だ

鍍､概､議 ズ 触､
た。様 々

なアドバイ

スが書かれたお手紙 もいただきました。｣

安 達夫妻は,記 事 に励 まされるように里

親の登録をし,子 どもと巡り会 う日を待 ち

望むこととなった。

｢何 も知らないわたしたちにとって,子

どもを迎えることはそんなに簡単 なもの

ではありませんでした。最初は児童相談

所 でも,わ たしたち夫婦が迎 えられるよ

うな子 どもはいないと言 われ ました。し

かし,実 際にはそのとき,長 男 は施設で

す でに生活 していたのです。矛盾 した

話 ですが,最 初は冷 たくあしらわれたよ

うな感 じで,4月 に登録 はしたものの,半

ばあきらめかけていました。

しばらくして,神 殿 の儀式執行者 とし

ての召 しのために夫婦 で菊地良彦長老

から面接 を受 けました。子どもについて

尋 ねられましたので,児 童相談所に登録

したことなどを伝 えたところ,な んらかの

形で子 どもが授かる,と 菊地長老は祝福

してくださいました。それが11月 のことで

した。｣そして翌月,後 に長男 として迎 え

られる聖也君との出

会 いが 訪 れた

のだった。

｢様 々な事

情 のた めに･･

親 元 へ 帰れ

ない子 どもを,ぜ驕
謬＼ 野 議

ピ

餐畿 蹴 嘱 観
上 蹴1験鑑雛灘磨雪麟の農物噂 た静羅箏轡ん《蕊)と璽撫霧《車央)。

蜜遷鷺蒙とともに。

鷺ペー夢一一…肇叢禅殿灘館⑳灘 畷て。
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生i命iを
旨よぐく

爺 鯉瓦
画.

汰々
永遠の縁組みで結ばれた家族

たしたち夫婦は結婚してからず

わっと子 どもが欲しいと願っていましたが,な かなか恵まれるこ

とはありませんでした。子どもが欲しいと

いう気持ちは理屈ではありません。わた

したちにも理 由など必 要ありませんでし

た。女性 にとっては自分で産むことによっ

て母親になるという気持ちもあります。だ

からこそ,不 妊治療 にもできるかぎり挑戦

していました。結局 は自分たちの霊的な

経験 を通じて,養 子 として子 どもを迎 える

ことに確信を持ち,夫 婦で納得 しました。

子 どもたちのことが公 になっていくと,

十分 に準備ができていないうちにほかの

方から養子であることが伝 えられることを

思い,少 し不安になることもあります。子

どもにはいつも話してはいますが,ど こま

で理解しているか分 かりませんので,告

知するのは自分 たちからと思っています。

100人 の人がいた場合 に,99人 の善意の 』

人たちに恵 まれていたとしても,た った一

人の悪意を持 った人によって,思 いも寄

らない行動や言葉で子 どもたちが傷つけ

られることを恐れて,今 の時点ではすべ

てを公にはできないという気持

匿名希望

養子 であると知っていますが,完 全 に不

安が解消 されているわけではありません

ので,今 回は匿名 として,多 少 の配慮 を

することにしました。

社会制度上の手続きと奮闘して

養子として子どもを迎えることには様 々

な苦労も伴います。宗教 のこと,育 ってき

た経緯,子 どもへ求 めていることなど,行

政からも詳細 な面接を受 けました。中に

は最初から断られてしまう方 もいます。行

政側 の人との巡 り合わせで子 どもを迎 え

られるか迎 えられないかに影響を受ける

こともあります。養子 を迎 える人々はだれ

もがつらい経験 をし,苦 労 を積 み重ねて

います。自分たちにとってはそれが産みの

苦しみと同じだったと感じています。わた

したちの場合 には,非 常に親身な家庭裁

判所の調査官の方と巡 り会いましたし,ま

た神様 の祝福を受けることができました。

子 どもの予 防接種 を受 けに行 ったと

き,まだ家裁の審判※13ペー滲照が下 りる前で

名字が違ったので保護者 として認められ

ずに拒否 されたことがあります。児童相

談所から保健所 に連絡があれ ば問

攣…

ぜ '11ぽ ナ 難 蹴撫 鴇 葵ζ
には,身 近 には必ず理解 してくださり,助

けてくださる方がいらっしゃることを知っ

ていただきたいと思います。福 音をベー

スとする信頼感 でつながった,お 子 さん

を求めている教会員 の方 々との集 まりや

情報交換のネットワークができればいいと

希望しています。

経路は遣っても･･･…

日本 ではまだまだ偏見 も残 っています

が,そ のような中でも福音があれば乗 り越

えられることもたくさんあります。経路 は違

っても神様から与えられた子どもです。子

どもには,｢マ マのおなかが少 し壊れてい

て,神 様 が,別 の方法であなたを送 り出

してくれたんだよ,で も親子なんだよ｣と話

しています。子どもには,養 子 として生ま

れてきた自分に誇りをもって生活してほし

いと思 います。そして将 来,様 々な境 遇

の人たちの力になれるような人間に育っ

てほしいと'願っています。

初めて子 どもと会 ったときに,こ の世に

生を受 けて間もない子 どもは,実 に頼 り

なげで,実 にいじらしい存 在でした。夜

中にミルクを飲 ませているときに,お でこ

を触 りながら子 どもの名前を呼 び,家 族

のことを話 し,こ れか らみんなで一緒 に

生きていこうねと話しかけました。そのわ

たしの言葉に反応して,に こっと笑顔を

見せました。生まれたばかりの子どもでし

たが,こ の子は自分 の置かれている境 遇

を分か っているんだと母親 として感じまし

た。現在子 どもは元気ですし,成 長 を見

るのがとても楽 しみです。子 どもを迎える

前 は,男 の子でも女 の子 でも,ど この国

籍の子 でも構 わないと伝 えていました。

どんな子 をいただいても楽しかったと思

います。わたしたちにとって子育てと血の

つなが りはまったく関係ありません。

神聖な瞬間

神殿での結び固めは家庭裁判所の審
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